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西
鶴
「
古
典
」
化
の
経
過

福
岡
女
子
大
学
文
学
部
・
国
際
文
理
学
部
紀
要

「
文
藝
と
思
想
」
第
七
九
号
　
二
〇
一
五
年
二
月
　
一
～
二
〇
頁

西
鶴
「
古
典
」
化
の
経
過

―
教
授
要
目
改
正
と
『
万
の
文
反
古
』
教
材
化
―

大
久
保
　
順
　
子

井
原
西
鶴
の
浮
世
草
子
作
品
が
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
国
語
教
科
書
に
様
々
に
採
用
さ
れ
て
い
く
状
況
を
、
具
体
的
に
検

証
す
る
中
で
、
近
代
当
時
の
翻
刻
テ
キ
ス
ト
の
刊
行
と
普
及
、
そ
れ
ら
を
通
し
た
文
学
作
品
受
容
の
問
題（
１
）が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

明
治
期
の
帝
国
文
庫
『
校
訂
西
鶴
全
集
』（
博
文
館
）
以
降
、
昭
和
初
期
の
日
本
名
著
全
集
刊
行
に
到
る
間
、
近
世
刊
本
の
原
文
に
比
較

的
忠
実
な
本
文
翻
刻
シ
リ
ー
ズ
の
刊
行
以
前
か
ら
、
国
語
教
科
書
に
西
鶴
浮
世
草
子
が
採
用
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
明
治
期
の

教
科
書
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
活
字
翻
刻
の
刊
行
も
過
渡
的
状
況
に
あ
っ
た
西
鶴
作
品
が
、
な
ぜ
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
の
当
時
、

国
語
教
材
に
採
用
さ
れ
始
め
た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
残
る
。
そ
こ
に
関
連
し
て
、
本
論
で
は
翻
刻
出
版
状
況
と
並
行
す
る
も
う
一
つ

の
動
向
―
当
時
の
国
語
教
科
書
を
め
ぐ
る
状
況
を
考
察
に
加
え
、
教
材
化
の
例
を
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
。

１　

西
鶴
作
品
評
価
と
「
中
学
校
教
授
要
目
」
改
定

西
鶴
浮
世
草
子
の
本
文
活
字
翻
刻
刊
行
の
進
展
に
は
、
明
治
期
に
お
け
る
西
鶴
作
品
の
「
文
学
」
と
し
て
の
評
価
の
変
化
が
影
響
し
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て
い
る
。
竹
野
静
雄
「
明
治
初
期
西
鶴
批
判
の
系
譜（
２
）」
に
、
明
治
期
に
「
嫌
わ
れ
て
い
た
」
西
鶴
作
品
が
「
評
価
さ
れ
直
す
」
流
れ
が

窺
え
る
。
明
治
前
期
に
は
、「
其
言
鄙
俚
、
其
意
浅
近
」（
依
田
学
海
『
譚
海
』
巻
一
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
江
戸
期
の
（
さ
ら
に

は
為
永
春
水
や
曲
亭
馬
琴
と
比
べ
て
劣
る
、
と
い
う
）
戯
作
の
一
種
、
と
い
う
西
鶴
作
品
の
位
置
付
け
が
あ
る
。
こ
う
し
た
明
治
人
の

「
西
鶴
無
視
、
馬
琴
称
揚
」「
明
治
前
期
の
〝
西
鶴
嫌
い
〟」（
竹
野
論
）
は
、
榊
原
芳
野
『
日
本
教
育
史
略
』（
明
10
）
等
、
特
に
国
学
系

の
文
学
史
観
に
強
い
態
度
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
学
界
・
教
育
界
へ
の
影
響
の
大
き
さ
も
偲
ば
れ
る
。
明
治
二
十
年
代
の
硯
友

社
や
紅
露
の
時
代
の
「
元
禄
復
興
」
が
始
ま
る
と
、
馬
琴
『
燕
石
雑
志
』
が
評
価
し
た
西
鶴
作
品
の
「
写
実
の
才
」
す
な
わ
ち
写
実
性

が
評
価
さ
れ
る
。
坪
内
逍
遥
『
小
説
神
髄
』
の
小
説
論
に
も
主
張
さ
れ
る
「
世
態
人
情
」
の
作
品
と
し
て
、
そ
の
後
は
自
然
主
義
文
学

的
評
価
を
受
け
て
い
く
。
た
だ
し
、
硯
友
社
側
を
敵
視
す
る
浪
漫
主
義
側
（
高
山
樗
牛
、
北
村
透
谷
）
の
、
道
義
的
「
反
・
好
色
物
」

な
反
感
お
よ
び
封
建
道
徳
否
定
の
双
方
か
ら
の
西
鶴
批
判
も
発
生
し
て
く
る
。
反
自
然
主
義
的
作
家
の
系
列
で
い
え
ば
夏
目
漱
石
も

「
馬
琴
好
き
・
西
鶴
嫌
い
」
の
側
で
あ
ろ
う
。
明
治
末
ま
で
に
、
そ
う
し
た
作
品
観
の
流
れ
が
生
ま
れ
て
い
る
。

勿
論
、
尾
崎
紅
葉
等
の
『
校
訂
西
鶴
全
集
』、
大
正
期
の
幸
田
露
伴
『
西
鶴
文
集
』
な
ど
、
本
文
の
活
字
翻
刻
テ
キ
ス
ト
化
を
進
め
て

い
る
の
は
西
鶴
評
価
・
肯
定
派
で
あ
る
。
江
戸
文
化
愛
好
的
な
『
浮
世
草
紙
』
と
比
べ
、
大
正
期
以
降
の
日
本
古
典
全
集
や
有
朋
堂
文

庫
な
ど
で
は
、
よ
り
原
文
に
近
い
校
訂
が
行
わ
れ
て
い
き
、
昭
和
初
期
の
日
本
名
著
全
集
が
「
ほ
ぼ
原
文
通
り
」
の
翻
字
を
目
指
す
。

作
品
テ
キ
ス
ト
の
整
理
が
、
昭
和
以
降
の
西
鶴
の
実
証
的
研
究
の
基
本
を
作
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
大
正
期
に
は
国
語
教
育
に
お
け
る
「
文
学
教
育
」
の
提
唱
と
そ
の
議
論
が
進
む
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
中
等
学
校
の
国
語
教

育
に
お
け
る
指
導
要
領
「
中
学
校
教
授
要
目
」
の
制
定
と
改
正
の
動
向
を
考
え
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
教
育
政
策
に
対

応
し
た
教
科
書
教
材
の
編
集
の
改
訂
の
過
程
で
、
国
語
教
材
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
日
本
文
学
作
品
と
は
何
か
と
い
う
議
論
が
起
こ
る
。

西
鶴
作
品
の
教
材
化
の
潮
流
は
、
こ
れ
ら
複
数
の
要
因
が
絡
み
合
っ
た
時
期
に
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
中
学
校
教
授
要
目
」
に
関
す
る
八
木
雄
一
郎
の
指
摘（
３
）を
参
照
し
つ
つ
、
明
治
期
か
ら
昭
和
初
期
に
起
こ
っ
た
流
れ
を
、
近
世
作
品
教

材
に
関
連
づ
け
て
考
え
て
み
た
い
。
明
治
二
十
年
代
の
国
語
教
育
界
で
は
、
訓
詁
注
釈
を
重
視
す
る
所
謂
「
国
学
的
伝
統
」
主
張
派
と
、

落
合
直
文
や
上
田
万
年
ら
の
「
現
代
語
」
重
視
派
と
の
議
論
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
近
代
国
家
の
国
民
に
ふ
さ
わ
し
い
国
語
教
育
と
し
て
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西
鶴
「
古
典
」
化
の
経
過

「
作
文
」（
明
治
に
お
け
る
現
代
文
）
教
育
の
必
要
性
が
主
張
さ
れ
、
そ
の
位
置
付
け
が
問
題
と
な
る
。
そ
の
当
時
の
国
語
教
科
書
に
は

近
古
（
中
世
）
作
品
と
合
わ
せ
て
、
近
世
文
教
材
が
少
な
か
ら
ず
採
用
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
『
帝
國
讀
本
』（
學
海
指
針
社
、
明
26
・
９
）
の
場
合
、
尋
常
科
用
で
は
巻
之
五
第
二
十
六
課
「
名
和
長
年
」、
第
二
十
七
課

「
毛
利
元
就
」
や
巻
之
六
第
八
課
～
九
課
「
徳
川
家
康
」、
巻
之
八
第
八
課
「
奥
貫
友
山
」、
巻
十
八
課
「
松
下
禅
尼
」
等
の
伝
記
が
あ

る
。
高
等
科
用
で
は
さ
ら
に
出
典
が
示
さ
れ
、
湯
浅
常
山
『
常
山
紀
談
』（
巻
之
一
第
三
課
「
太
田
道
灌
歌
道
に
志
す
」・
第
五
課
「
松

平
信
綱
の
幼
時
」・
巻
之
三
第
二
十
八
課
「
桶
狭
間
の
合
戦
」）、
室
鳩
巣
『
駿
台
雑
話
』（
巻
之
二
第
五
～
六
課
「
源
平
の
三
烈
士
」・
巻

之
三
第
二
十
七
課
「
野
田
山
ノ
乞
食
」・
巻
之
四
第
十
二
「
み
ゝ
づ
く
の
文
」
等
）、
松
平
楽
翁
『
退
閑
雑
記
』（
巻
之
一
第
十
三
課
「
狐

の
皮
を
き
た
る
老
人
の
話
」・
巻
之
二
第
十
一
課
「
川
内
山
の
け
し
き
」）
の
他
、
貝
原
益
軒
『
大
和
俗
訓
』『
初
學
訓
』、
太
田
南
畝
『
假

名
世
説
』「
三
右
衛
門
の
誠
」
と
い
っ
た
作
品
、
柴
野
栗
山
の
書
簡
文
「
立
原
甚
五
郎
に
寄
す
る
書
」
等
も
採
用
さ
れ
て
い
る（
４
）。

こ
れ
ら
の
教
材
は
、
当
時
の
作
文
の
学
習
に
も
必
要
な
和
漢
混
交
体
の
「
文
範
」
と
し
て
の
役
割
が
考
慮
さ
れ
て
お
り
、
修
養
的
な

内
容
の
文
章
が
多
い
。
中
世
や
近
世
の
和
漢
混
交
体
の
教
材
は
、
当
初
は
明
治
前
期
当
代
の
実
用
的
な
「
現
代
文
」
作
文
の
た
め
の
、

比
較
的
近
い
時
代
の
文
範
で
あ
っ
た
。
明
治
後
期
の
諸
メ
デ
ィ
ア
で
の
言
文
一
致
体
の
定
着
の
進
行
と
と
も
に
、
実
用
的
な
作
文
の
文

体
と
「
文
範
」
の
意
識
が
変
化
す
る
場
合
、
国
語
教
育
の
側
も
当
然
、
そ
の
変
化
に
対
応
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

最
初
の
「
中
学
校
教
授
要
目
」
制
定
の
明
治
三
十
五
年
、
国
語
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
「
国
文
学
史
」
が
（
芳
賀
矢
一
等
の
働
き
か

け
も
あ
り
）
設
置
さ
れ
、
国
語
の
講
読
を
「
今
文
・
近
古
・
近
世
文
」
に
限
定
、「
上
古
・
中
古
文
」（
所
謂
、
古
典
）
を
国
文
学
史
で

学
ぶ
、
と
い
う
方
式
に
な
っ
た
。
こ
の
教
授
要
目
は
古
語
古
文
に
偏
重
す
る
も
の
と
い
う
批
判
を
受
け
て
明
治
四
十
四
年
に
す
ぐ
改
正

さ
れ
、「
国
文
学
史
」
廃
止
と
「
作
文
」
の
重
視
を
求
め
る
方
向
と
な
っ
た
。
国
語
読
本
や
講
読
の
教
科
書
の
構
成
が
近
古
・
近
世
・
今

文
（
現
代
文
）
と
な
り
、
近
世
作
品
の
収
録
は
そ
の
ま
ま
比
較
的
多
く
引
き
続
く
こ
と
に
な
る
。

社
会
の
メ
デ
ィ
ア
の
多
く
の
文
体
に
口
語
文
が
定
着
す
る
大
正
期
に
入
る
と
、
か
つ
て
主
要
な
作
文
文
体
で
あ
っ
た
和
漢
混
交
体
的

「
文
範
」
と
、
実
用
的
現
代
文
の
「
だ
、
で
あ
る
」
体
等
と
が
、
次
第
に
隔
た
っ
て
く
る
時
期
と
な
る
。
国
語
教
科
書
教
材
を
巡
る
、「
現

代
文
（
口
語
的
）」
教
材
と
「
古
文
（
現
代
文
に
非
ざ
る
）」
教
材
、
と
い
う
意
識
で
の
論
争（
５
）も
、
こ
の
時
期
に
始
ま
っ
て
く
る
。
当
時
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の
『
國
語
教
育
』『
信
濃
教
育
』
等
の
国
語
教
育
誌
上
で
、
垣
内
松
三
・
藤
村
作
・
保
科
孝
一
ら
は
「
近
世
文
学
は
国
語
教
材
た
り
え
る

か
」
に
つ
い
て
各
々
の
意
見
を
主
張
し
た
。
特
に
近
世
作
品
か
ら
の
教
材
選
択
を
肯
定
す
る
藤
村
は
、『
大
鏡
』
他
の
古
典
作
品
の
教
科

用
書
を
多
数
編
集
す
る
中
、
既
に
頭
注
付
の
本
文
翻
刻
テ
キ
ス
ト
『
抄
本 

日
本
永
代
蔵
』（
至
文
堂
、
大
14
・
３
）、『
抄
本 

胸
算
用
』

（
至
文
堂
、
大
14
・
11
）
を
、「
高
等
諸
學
校
の
教
科
用
書
に
充
て
る
積
り
で
」（『
抄
本 

日
本
永
代
蔵
』「
凡
例
」）
刊
行
し
始
め
て
い
る
。

こ
の
『
抄
本 
胸
算
用
』
巻
末
に
あ
る
至
文
堂
版
『
抄
本 

日
本
永
代
蔵
』
広
告
の
文
言
に
は
、

高
等
諸
學
校
國
語
科
に
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
古
典
は
固
よ
り
我
が
國
文
學
の
粹
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
國
文
學
の
大
系
を
知
る
に
は

他
の
代
表
的
な
著
作
に
も
目
を
通
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
新
定
の
教
授
要
目
は
、
こ
れ
が
為
に
近
松
・
西
鶴
・
馬
琴
等
の
作
品
を

も
講
讀
に
適
當
な
る
教
材
と
し
て
示
し
て
ゐ
る
。
弊
堂
こ
の
度
、
藤
村
先
生
に
請
う
て
、
國
文
學
中
の
逸
品
を
選
み
、
教
科
用
書

に
適
す
る
や
う
に
特
殊
な
注
意
の
下
に
抄
録
し
、
編
纂
し
、
註
釋
し
て
、
順
次
に
出
版
す
る
こ
と
と
し
た
。

と
あ
り
、
教
授
要
目
改
定
の
動
き
を
睨
み
つ
つ
進
め
ら
れ
た
教
材
化
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

結
果
的
に
、
昭
和
六
年
の
中
学
校
指
導
要
目
改
正
で
は
、
国
語
の
講
読
教
材
に
上
代
～
近
世
、
近
代
（
現
代
）
の
全
時
代
の
作
品
を

採
用
す
る
方
向
と
な
っ
た
。
近
世
以
前
の
和
漢
混
交
体
の
書
き
言
葉
を
主
と
す
る
「
古
文
」
と
、
口
語
文
の
「
現
代
文
」
と
い
う
意
識

は
、
こ
の
よ
う
な
全
時
代
的
な
教
材
配
列
が
も
た
ら
す
国
文
学
史
的
な
観
点
か
ら
生
ま
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
後
、
昭

和
十
二
年
の
改
正
で
は
、「
國
民
精
神
の
涵
養
」
と
し
て
、
国
語
と
「
古
典
」
の
概
念
が
法
令
化
さ
れ
、
昭
和
十
八
年
改
正
の
指
導
要
目

に
つ
い
に
「
古
典
ト
シ
テ
ノ
國
文
」
が
明
言
化
さ
れ
、
前
近
代
＝
江
戸
以
前
の
古
文
作
品
に
ト
ー
タ
ル
に
「
古
典
」
用
語
が
冠
せ
ら
れ

て
い
く
よ
う
な
流
れ
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
後
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
泉（
６
）の
指
摘
が
あ
る
。
昭
和
二
十
年
代
に
は
終
戦
直
後
の
民
主
化
と
戦
前
史
観
の
変
更
の
影
響
か

ら
、
文
学
史
を
一
種
の
「
文
学
の
民
主
化
」「
世
界
文
学
へ
の
道
」
と
置
き
換
え
、「
社
会
の
教
師
＝
文
学
」
的
な
文
学
観
が
彩
ら
れ
た

が
、
昭
和
三
十
五
年
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
後
に
「
現
代
国
語
」「
古
典
」
が
二
大
別
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、「
文
化
を
そ
の
歴
史
性
と

社
会
性
に
お
い
て
理
解
す
る
」「
理
解
様
式
」
が
消
え
た
（
分
断
・
断
裂
）、
と
い
う
。
指
導
要
目
や
指
導
要
領
が
与
え
た
政
策
的
な
枠

組
み
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
指
導
す
る
側
・
学
ぶ
側
と
の
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
、「
国
語
を
学
ぶ
こ
と
」
の
意
味
付
け
は
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西
鶴
「
古
典
」
化
の
経
過

変
化
し
て
い
く
。
昭
和
初
期
頃
の
「
現
代
文
」
と
「
古
典
」
を
分
け
る
認
識
の
整
理
に
よ
り
、「
古
文
」「
古
典
」
の
意
味
も
ま
た
、
大

正
以
前
や
近
世
以
前
と
は
大
き
く
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
教
科
書
を
含
め
ど
の
よ
う
な
形
で
作
品
を
学
ん
だ
か
と
い
う

こ
と
は
、
以
降
の
受
容
者
の
作
品
観
や
文
学
観
に
も
当
然
影
響
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
。

「
古
典
」
が
「
典
」
で
あ
る
と
い
う
本
来
の
意
味
を
近
世
以
前
の
日
本
の
伝
統
的
枠
組
で
考
え
る
な
ら
ば
、
本
来
「
俗
」
の
文
学
で
あ

る
俳
諧
や
西
鶴
浮
世
草
子
は
「
雅
」
で
は
な
く
「
典
」
で
は
あ
り
え
な
い
。
ま
し
て
や
そ
の
「
曲
流
文
」
は
作
文
の
「
文
範
」
で
あ
り

え
よ
う
か
―
す
な
わ
ち
「
古
典
」
と
は
い
え
な
か
っ
た
も
の
を
「
古
典
」
の
作
品
と
し
て
扱
う
こ
と
に
は
抵
抗
が
あ
る
は
ず
だ
。
明

治
前
期
の
国
学
者
や
文
学
者
の
「
西
鶴
嫌
い
」、
国
語
教
育
者
た
ち
の
「
文
学
と
し
て
」「
文
学
教
材
と
し
て
」
の
抵
抗
感
の
要
因
は
、

充
分
に
理
解
で
き
る
。
だ
が
、
中
学
校
指
導
要
目
の
制
定
と
改
正
を
経
て
、「
国
文
学
史
」
全
体
の
中
の
「
近
世
の
文
学
」
の
「
西
鶴
」、

と
い
う
位
置
付
け
が
出
来
、
そ
の
位
置
付
け
は
国
文
学
史
の
科
目
廃
止
の
後
も
、「
古
文
」
ま
た
「
古
典
」
な
る
講
読
教
材
と
し
て
国
語

教
科
書
に
定
着
し
、
さ
ら
に
戦
後
に
ま
で
残
っ
た
こ
と
に
な
る
。
言
文
一
致
体
の
定
着
し
た
大
正
期
以
降
の
「
現
代
文
」「
古
文
」
教
材

論
争
を
経
た
「
古
典
」
教
材
の
位
置
付
け
は
、「
文
学
」
と
し
て
の
研
究
が
進
展
し
つ
つ
あ
っ
た
西
鶴
作
品
を
一
つ
の
「
文
学
教
材
」
と

し
て
認
定
す
る
作
用
と
し
て
働
い
た
の
で
は
な
い
か
。
西
鶴
作
品
が
大
正
末
～
昭
和
初
期
の
教
材
採
用
で
増
加
し
た
要
因
の
一
つ
と
し

て
考
え
ら
れ
る
所
以
だ
。

２　
『
万
の
文
反
古
』
の
教
材
採
用
と
作
品
観

こ
の
大
正
末
～
昭
和
十
年
代
に
国
語
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た
西
鶴
作
品
に
、
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
刊
の
『
万
の
文
反
古
』
が
あ

る
。
五
巻
五
冊
、
西
鶴
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
第
四
遺
稿
集
で
、「
今
の
世
間
の
状
文
」（
序
）
を
集
め
た
形
の
、
書
簡
体
の
短
篇
十
七
章

か
ら
な
る
。
今
日
に
お
い
て
も
「
今
の
世
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
人
の
心
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
簡
の
中
に
具
象
化
さ
れ
る
」
作
品
と
し
て
、

「
候
文
体
に
慣
れ
さ
え
す
れ
ば
、
ご
く
一
部
の
作
品
を
の
ぞ
き
、
現
代
の
読
者
に
も
す
こ
ぶ
る
読
み
易
い
作
品
だ
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ

う
」
と
評
さ
れ
て
い
る（
７
）。
戦
前
の
国
語
教
科
書
で
は
、
以
下
に
報
告
す
る
高
野
辰
之
編
『
女
子
國
文
讀
本
』（
光
風
館
書
店
、
大
12
・
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11
、
12
月
訂
正
再
版
）
以
降
、
金
子
彦
三
郎
編
『
昭
代
女
子
國
文
』（
光
風
館
書
店
、
昭
８
・
８
）
巻
九
「
代
筆
は
浮
世
の
闇
」（
巻
三

の
三
）
の
他
、
藤
村
作
編
『
帝
國
新
國
文
』（
帝
國
書
院
、
昭
８
）
巻
十
「
安
立
町
の
隠
れ
家
」（
巻
二
の
二
）
等
の
採
用
例
が
あ
る
。

教
材
に
多
い
『
日
本
永
代
蔵
』
等
と
比
べ
て
、『
万
の
文
反
古
』
の
採
用
例
そ
の
も
の
は
多
く
は
な
く
、
戦
後
の
国
語
教
科
書
（
昭
22
～

平
15
）
に
お
い
て
も
、
西
鶴
作
品
の
採
用
例
四
六
〇
例
中
六
例
に
留
ま
る（
８
）。
だ
が
、
教
材
及
び
教
授
指
導
書
か
ら
当
時
の
国
語
教
育
の

状
況
が
窺
え
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
本
論
で
は
前
述
の
背
景
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
の
作
品
の
教
材
化
の
様
相
を
検
討
す
る
。
作
品
テ
キ

ス
ト
が
い
か
な
る
教
材
と
し
て
設
定
さ
れ
、
受
容
と
解
釈
に
影
響
し
て
い
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

高
等
女
学
校
四
年
用
の
国
語
教
科
書
、
高
野
辰
之
編
『
女
子
國
文
讀
本
』
巻
八
の
「
二
一
　
娘
自
慢
」
は
、『
万
の
文
反
古
』
巻
二
の

一
「
縁
付
ま
へ
の
娘
自
慢
」
を
採
用
し
た
教
材
で
あ
る
。

大
正
十
二
年
の
当
時
ま
で
に
、『
万
の
文
反
古
』
活
字
翻
刻
本
文
で
既
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
尾
崎
紅
葉
・
渡
部
乙
羽
校
訂
の

帝
国
文
庫
『
校
訂
西
鶴
全
集
　
下
』（
博
文
館
、、
明
27
・
６
）、
村
瀬
兼
太
郎
編
『
西
鶴
集
』（
図
書
出
版
協
会
、
明
43
・
10
）、
幸
田
露

伴
編
『
西
鶴
文
集
』（
博
文
館
、
大
２
・
１
）、
藤
井
紫
影
校
訂
『
西
鶴
文
集
　
下
』（
有
朋
堂
文
庫
、
大
３
・
３
）
等
で
あ
る
。
本
作
品

は
題
簽
の
外
題
「
西
鶴
文
反
古
　
世
話
文
章
」
と
自
序
・
西
鶴
筆
ら
し
い
版
下
に
よ
り
、
明
治
前
期
か
ら
全
編
が
ま
と
ま
っ
て
活
字
化

さ
れ
て
お
り
、『
西
鶴
諸
国
ば
な
し
』
の
場
合（
９
）と
違
い
、
五
巻
五
冊
の
全
体
を
早
く
か
ら
把
握
さ
れ
て
い
た
作
品
と
み
ら
れ
る
。
大
正
期

の
教
科
書
で
あ
れ
ば
、
昭
和
初
期
の
日
本
名
著
全
集
『
西
鶴
名
作
集
』
よ
り
前
の
本
文
を
参
照
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

し
か
し
当
時
の
研
究
者
の
間
で
は
、「
遺
稿
集
」
と
し
て
今
日
の
研
究
で
も
議
論
さ
れ
る
「
西
鶴
作
か
否
か
」
の
問
題
が
問
わ
れ
、
作

品
評
価
そ
の
も
の
が
分
か
れ
て
い
る
（
以
下
、
引
用
箇
所
の
傍
線
は
引
用
者
に
拠
る
）。

藤
岡
朔
太
郎
『
近
代
小
説
史
』（
大
倉
書
店
、
大
６
・
１
）
は
「
書
簡
に
よ
つ
て
事
實
を
知
ら
し
む
る
こ
と
薄
雪
物
語
に
似
た
り
。
唯

そ
の
書
簡
の
一
つ
一
つ
別
の
も
の
な
る
を
異
な
り
と
す
。
而
し
て
そ
の
文
章
は
普
通
の
西
鶴
の
と
異
な
り
、
又
各
書
簡
の
終
に
附
載
し

た
る
解
釋
の
短
文
も
西
鶴
ら
し
か
ら
ず
。
偽
書
な
り
。」（
第
三
編
「
元
禄
時
代
」
第
三
章
「
西
鶴
の
著
書
」
第
六
種
　
偽
書
）
と
す
る
。

鈴
木
敏
也
『
西
鶴
の
研
究
』（
天
佑
社
、
大
９
・
２
）
は
、「
典
型
に
陥
ら
ず
、
實
に
自
由
奔
放
の
體
を
以
て
、
委
曲
よ
く
錙
珠
を
分
つ

の
慨
が
あ
る
」「
文
彩
構
想
共
に
西
鶴
が
從
來
の
作
品
に
比
し
て
遜
色
の
な
い
の
み
か
特
異
あ
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
な
が
ら
も
、「
如
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西
鶴
「
古
典
」
化
の
経
過

何
に
し
て
も
見
逃
す
べ
か
ら
ざ
る
批
難
は
、
各
々
文
章
の
結
末
に
數
行
の
附
書
が
あ
る
」
点
を
「
暗
倒
面
」
と
し
「
か
ゝ
る
解
説
は
む

し
ろ
無
く
も
が
な
と
思
は
れ
る
。
讀
者
は
本
文
に
於
て
既
に
こ
れ
だ
け
の
感
得
を
享
受
す
べ
き
で
あ
る
。
か
ゝ
る
説
明
的
表
現
は
藝
術

的
價
値
か
ら
云
つ
て
意
義
の
淺
い
も
の
で
あ
る
」
と
見
て
、「
か
の
着
想
は
西
鶴
の
も
の
で
、
行
筆
は
弟
子
の
も
の
と
の
判
定
の
あ
る
の

も
、
か
ゝ
る
消
息
を
憶
測
し
た
も
の
で
あ
ら
う
」（
第
七
章
「
所
謂
西
鶴
本
に
つ
い
て
」）
と
指
摘
す
る
。
鈴
木
は
作
品
の
文
学
性
を
認

め
つ
つ
も
、
藤
岡
と
同
様
に
「
附
書
」
部
分
を
否
定
的
に
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
話
末
の
評
文
が
「
情
趣
を
害
つ
て
ゐ
る
」
と
す
る
見

方
は
、
山
口
剛
の
日
本
名
著
全
集
『
西
鶴
名
作
集
　
下
』（
昭
４
・
10
）
解
説
に
も
示
さ
れ
、
山
口
解
説
は
版
下
や
序
文
の
問
題
点
も
含

め
西
鶴
作
説
へ
の
疑
問
を
改
め
て
呈
し
て
い
る
（
（1
（

。
佐
々
政
一
『
近
世
國
文
学
史
』（
太
陽
堂
書
店
、
大
12
・
６
）
も
「
恐
ら
く
は
團
水
の

筆
に
成
つ
た
部
分
が
多
い
の
で
あ
ら
う
」（
第
一
篇
「
近
世
前
期
」
第
四
章
　
西
鶴
の
浮
世
草
子
附
假
名
草
子
）
と
指
摘
す
る
。

作
者
を
不
審
と
し
つ
つ
、
作
品
の
肯
定
的
評
価
も
あ
る
。
水
谷
不
倒
（
西
鶴
生
前
筆
説
）
と
片
岡
良
一
（
偽
書
説
）
の
議
論
を
引
き

「
ま
だ
〳
〵
偽
書
と
斷
ず
る
の
は
早
か
ら
う
」
と
す
る
正
宗
敦
夫
「『
日
本
古
典
全
集
　
西
鶴
全
集
第
十
』
解
題
」（
昭
３
・
３
）
は
、「
斯

か
る
書
簡
體
の
小
説
は
從
來
西
鶴
は
著
は
し
て
ゐ
ぬ
。
是
れ
ま
で
に
例
の
な
い
新
手
を
出
し
て
偽
書
を
す
る
と
云
ふ
事
は
普
通
で
は
な

い
行
き
方
で
は
有
る
ま
い
か
」「
私
は
此
の
書
の
出
版
の
遅
れ
し
も
む
し
ろ
此
創
意
を
本
屋
が
受
け
入
れ
か
ね
て
乗
り
氣
に
成
ら
な
か

つ
た
為
か
と
思
ふ
」
と
し
、「
殊
に
内
容
は
面
白
い
作
品
で
あ
る
。
よ
し
や
偽
作
で
も
捨
つ
る
に
は
惜
し
い
。
ま
し
て
其
確
證
な
き
に
於

て
お
や
で
あ
る
」
と
の
評
価
の
下
に
西
鶴
全
集
に
採
録
し
た
と
す
る
。
ま
た
、
笹
川
種
郎
（
臨
風
）『
近
世
文
藝
志
』（
明
治
書
院
、
昭

６
・
１
）
は
、「
明
か
に
西
鶴
の
作
と
し
て
傳
へ
ら
る
ゝ
」
も
の
で
「
西
鶴
の
筐
底
か
ら
拾
ひ
集
め
た
も
の
で
あ
ら
う
か
ら
、
他
の
書
の

如
く
一
貫
し
た
趣
旨
の
下
に
述
作
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
」「
多
少
他
人
の
輔
弼
あ
る
や
の
疑
も
あ
る
が
、
主
に
西
鶴
の
筆
に
な
つ
た

も
の
と
云
つ
て
も
よ
か
ら
う
」（
第
三
章
「
上
方
の
小
説
」
三
　
浮
世
草
子
）
と
位
置
付
け
る
。
本
格
的
な
本
文
研
究
は
後
の
暉
峻
康
隆

『
日
本
の
書
翰
體
小
説
』（
越
後
屋
書
店
、
昭
18
・
８
）
で
進
展
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
作
品
の
「
面
白
さ
」
は
支
持
さ

れ
て
い
た
。

「
娘
自
慢
」
を
収
録
し
た
『
女
子
國
文
讀
本
』
編
者
の
高
野
辰
之
（
一
八
七
六
～
一
九
四
七
）
は
、
唱
歌
「
ふ
る
さ
と
」「
も
み
じ
」

「
春
の
小
川
」
な
ど
の
作
詞
な
ど
で
有
名
な
国
文
学
者
で
、
東
京
音
楽
学
校
教
授
や
大
正
大
学
教
授
を
歴
任
し
、
国
語
教
育
誌
『
信
濃
教
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育
』
等
で
も
活
躍
し
て
い
る
。
後
に
高
野
は
『
江
戸
文
學
史
』
上
巻
（
東
京
堂
、
昭
27
・
４
）
の
「
第
二
編
第
四
章
　
散
文
界
　
四
　

小
説
」
の
項
目
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
解
説
を
行
っ
て
い
る
。

萬
の
文
反
古
　
五
巻
だ
け
は
全
巻
手
紙
か
ら
成
つ
て
、
世
の
裏
面
の
觀
察
に
精
透
深
酷
を
味
ひ
得
る
も
の
で
、
一
に
西
鶴
文
反
古

と
い
ふ
。
省
略
に
附
す
る
に
忍
び
な
い
の
で
、
左
に
一
例
を
掲
げ
る
。

 

（
中
略
　
※
引
用
者
注
　
以
下
、「
緣
付
ま
へ
の
娘
自
慢
」
一
話
本
文
を
引
用
）

此
類
で
、
多
方
面
の
世
相
を
示
す
状
文
の
集
で
、
題
箋
の
小
書
に
世
話
文
章
と
あ
る
通
り
の
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
と
あ
る
西
鶴

の
自
序
に
よ
つ
て
内
容
が
知
了
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。（「
８
　
雑
著
」）

殊
に
本
作
品
の
中
で
巻
二
の
一
に
言
及
し
「
世
の
裏
面
の
觀
察
に
精
透
深
酷
を
味
ひ
得
る
」
と
す
る
作
品
観
を
呈
示
し
て
い
る
。
編
者

に
と
っ
て
は
興
味
深
く
「
思
い
入
れ
」
の
あ
る
作
品
で
あ
る
と
み
ら
れ
、
西
鶴
作
品
を
教
材
化
す
る
に
あ
た
り
、
殊
に
こ
の
一
話
を
「
味

ひ
」
あ
る
話
と
し
て
選
択
し
た
、
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
国
語
教
材
「
娘
自
慢
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
以
下
に
本
文
を
掲
げ
る
。（
以
下
、
引
用
に
お
け
る
本
文
の
改
行
箇

所
、
用
字
、
振
り
仮
名
な
ど
は
教
科
書
本
文
に
従
い
、
引
用
者
の
説
明
上
、
傍
線
部
や
番
号
を
付
し
た
。）

　
　
　
　
　
　
二
一
　
　
　
　
　
娘
自
慢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
原
西
鶴

貴
札
忝
く
拜
見
仕
り
申
し
候
。
殊
に
煮い
り

海え

老び

一
籠
、
濱は
ま

焼や

鯛き

二
枚
御
意
に
か
け
ら
れ
、
毎
度
御
心
入
れ
の
段
淺
か
ら
ず
存
じ
奉
り

候
。
内
々
祇
園
か
け
て
御
上
り
な
さ
る
べ
き
由
、
相
待
ち
申
し
居
り
候
處
に
、
お
初
緣
付
相
極
ま
り
目
出
度
存
じ
候
。
殊
に
先
樣

手
前
者
、
珍
重
に
存
じ
候
。
さ
り
な
が
ら
問
屋
は
大
方
落
ち
つ
か
ぬ
も
の
に
候
。
此
の
上
な
が
ら
、
よ
く
〳
〵
御
聞
合
せ
な
さ
れ

遣
は
さ
る
べ
く
候
。
家い
へ

蔵く
ら

の
白
壁
、
絹
布
の
不
斷
着
、
世
間
を
專
ら
に
し
て
振
舞
ひ
、
數
寄
つ
く
り
、
庭
鞠
・
楊
弓
・
連
俳
・
藝

能
に
名
を
取
る
人
、
世
の
聞
え
は
よ
く
て
、
内
證
惡
し
き
も
の
に
候
。
さ
や
う
の
人
、
京
に
も
數
多
御
座
候
。
兎
角
婿
は
不
足
に

思
ふ
程
な
る
が
勝
手
よ
く
候
。
其
の
子
細
は
年
中
附
届
け
先
樣
よ
り
立
派
を
好
み
、
鏡
の
餅
に
平
樽
、
鰤
一
本
、
祝
儀
を
取
集
め

て
、
つ
い
小
男
に
一
荷
に
し
て
送
り
け
れ
ば
、
半
紙
一
折
、
錢
三
十
包
み
て
取
ら
せ
、
遠
い
所
を
太
儀
、
茶
呑
ん
で
往
ね
と
言
う

て
濟
む
事
に
御
座
候
を
、
一
番
男
の
六
尺
揃
へ
て
、
絹
物
着
せ
た
る
腰
元
に
、
祝
儀
の
目
錄
高
蒔
絵
の
長な
が

文ふ

箱ば
こ

に
入
れ
、
唐か
ら

總ぶ
さ

の
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西
鶴
「
古
典
」
化
の
経
過

色
を
飾
り
て
持
た
せ
、
是
に
附
け
て
、
置お
き

綿わ
た

被き

た
る
仲
居
女
に
口
上
い
は
せ
、
式
々
に
仕
掛
け
ぬ
れ
ば
、
抓
み
錢
に
て
は
や
ら
れ

ず
、
腰
元
に
銀
子
一
兩
、
小
杉
一
束
、
女
に
銀
三
匁
、
畝う
ね

足た

袋び

一
足
、
男
ど
も
に
銀
二
匁
づ
つ
出
し
て
、
取
繕
う
て
吸
物
よ
酒
よ

肴
よ
と
、
書
出
し
時
分
忙
し
き
中
に
、
商
賣
の
邪
魔
と
い
ひ
、
外
聞
ば
か
り
に
物
入
り
、
此
の
如
く
の
取
り
や
り
は
、
千
貫
目
よ

り
は
、
上
越
す
慥
な
る
身
代
の
人
の
す
る
事
を
、
一
拍
子
違
へ
ば
手
叩
い
て
し
ま
ふ
僅
五
十
貫
目
七
十
貫
目
の
小
商
人
の
我
を
知

ら
ぬ
奢
と
存
じ
候
。
必
ず
母
親
跡
先
な
し
に
人
目
ば
か
り
思
ひ
て
、
手
前
の
費
え
を
構
は
ず
、
棟
の
高
き
家
の
壻
の
自
慢
し
て
買

調
へ
て
、
年
中
の
遣
ひ
物
目
に
見
え
ず
し
て
、
大
き
な
る 

費
え
に
罷
成
り
候
。

他
人
口
か
ら
は
申
さ
れ
ぬ
こ
と
、
唯
今
迄
の
お
初
を
育
て
や
う
、
我
等
一
つ
も
氣
に
入
り
申
さ
ず
。
何
の
町
人
の
入
ら
ざ
る
琴
、

小
舞
・
踊
迄
を
習
は
せ
、
歌
舞
伎
者
の
や
う
に
御
仕
立
、
理
も
な
き
事
に
存
じ
候
。
我
々
づ
れ
が
娘
は
、
さ
な
が
ら
下
司
働
き
こ

そ
さ
せ
ま
じ
、
似
合
ひ
た
る
手
業
、
眞
綿
摘
ま
せ
、
糸
屑
な
り
と
も
捻
ら
せ
置
け
ば
、
見
え
ぶ
ん
は
よ
く
て
世
帯
の
為
に
な
り
申

し
候
。
今
程
は
此
處
許
の
新
在
家
の
衆
さ
へ
、
庭
の
片
隅
に
下
機
を
立
て
ら
れ
、
兩
替
町
に
諸
職
人
に
借
家
出
來
申
す
事
、
昔
は

無
い
事
な
れ
ど
も
、
算
用
づ
く
に
て
皆
々
住
居
を
變
へ
ら
れ
、
内
儀
の
花
見
月
見
に
も
大
乗
物
を
や
め
て
、
其
の
用
の
時
ば
か
り

辻
駕
籠
を
借
り
て
、
小こ

取ど
り

廻ま
は

し
に
し
て
出
ら
れ
し
も
、
時
代
に
て
見
よ
く
候
。

承
り
候
へ
ば
、
お
初
こ
と
、
四
人
揃
へ
紋
付
單
物
着
せ
て
、
外
は
普つ

通ね

に
て
内
を
金き
ん

砂す
な

子ご

に
草
花
畫
き
し
乗
物
に
、
時
々
の
仕し

出だ
し

衣
裳
ひ
け
ら
か
し
、
天
王
寺
の
櫻
、
住
吉
の
汐
干
、
高
津
の
涼
み
、
舎
利
寺
參
り
、
毎
日
の
芝
居
見
、
さ
り
と
は
無
用
に
存
じ
候
。

此
處
許
に
も
衣
の
棚
に
一
人
娘
を
自
慢
し
て
、
人
の
見
返
る
を
喜
び
、
歴
々
の
身
代
つ
ぶ
し
候
。
是
母
親
心
柄
に
候
。
此
の
度
買

物
注
文
見
合
せ
、
我
等
同
心
に
存
ぜ
ず
候
。
先
づ
以
て
結
構
過
ぎ
候
。
貝
桶
に
渡
り
の
緞ど
ん

子す

蓋お
ほ
ひ無
用
に
候
。
這は

ふ

子こ

雛ひ
な

も
御
望
の
通

り
に
は
二
百
七
十
匁
に
出
來
申
し
候
へ
ど
も
、
外
手
道
具
時
代
物
入
ら
ぬ
事
に
候
。
嫁
入
り
は
新
し
き
紋
付
よ
く
候
。
扨
又
鹿か
の

子こ

の
い
ろ
〳
〵
十
二
迄
は
無
用
に
存
じ
候
。
と
て
も
着
申
す
物
に
は
あ
ら
ず
。
數
を
揃
へ
て
持
つ
た
と
い
ふ
分
に
候
。
是
も
本ほ

ん

石こ
く

地ぢ

で
木き

の

下し
た

の
艶つ

や

鹿
子
は
十
二
の
内
に
て
六
百
四
五
十
匁
の
違
ひ
あ
り
。
是
に
よ
つ
て
私
才
覺
致
し
、
さ
る
御
方
御
息
女
死
去
な
さ
れ
、

其
の
あ
が
り
物
を
調
へ
遣
し
申
候
。
此
の
外
は
其
許
お
内
儀
よ
ご
れ
ぬ
上
着
ど
も
脇
明
け
て
物
數
に
致
さ
る
べ
し
。
袖
下
の
短
き

を
誰
吟
味
す
る
者
な
く
候
。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮
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我
等
か
や
う
に
始
末
心
を
つ
け
申
す
こ
と
、   

お
内
儀
お
不
足
に
思
召
し
候
は
ん
ず
れ
ど
も
、
我
等
も
姪
が
事
な
れ
ば
、
惡
し
か
れ

と
存
ず
る
事
に
あ
ら
ず
候
。
今
度
買
物
の
銀
子
取
替
へ
申
す
に
つ
き
、
迷
惑
さ
に
申
す
に
は
神
ぞ
神
ぞ
御
座
な
く
候
。
小
夜
着
小

蒲
團
二
通
り
は
此
方
よ
り
仕
立
て
取
ら
せ
申
し
候
。

私
の
思
案
に
落
ち
つ
き
申
さ
ず
候
は
、
先
樣
よ
り
敷
銀
か
つ
て
望
な
く
、
萬
事
拵
へ
綺
麗
と
申
し
候
を
合
點
ま
ゐ
ら
ず
候
。
尤
も

銀
を
好
み
申
し
候
は
宜
し
か
ら
ぬ
事
な
が
ら
、
今
の
世
の
風
儀
に
御
座
候
。
こ
れ
も
亦
女
は
形
に
よ
り
て
、
物
ず
き
に
男
の
方
よ

り
拵
へ
し
て
呼
ぶ
も
御
座
候
へ
ど
、
是
は
格
別
に
候
。
私
姪
な
が
ら
、
さ
の
み
生
れ
つ
き
よ
い
と
も
い
は
れ
ず
、
し
か
も
片
足
ふ

そ
く
あ
つ
て
餘
程
目
に
立
ち
申
し
候
を
、
敷
銀
な
し
に
、
親
仁
の
心
入
れ
賴
も
し
き
を
親
類
な
る
を
滿
足
と
申
す
は
、
い
よ
〳
〵

同
心
に
存
ぜ
ず
候
。
貴
樣
に
金
銀
こ
そ
な
け
れ
、
三
箇
處
の
家
屋
敷
、
唯
今
で
は
七
十
貫
目
餘
り
が
も
の
あ
れ
ば
、   

何
ぞ
請
取
事

し
て
、
其
の
請
人
に
立
て
申
す
心
ざ
し
見
る
や
う
に
候
。
つ
ね
づ
ね
其
の
心
得
な
さ
る
べ
く
候
。
最
早
結た

の
み納

を
お
取
り
な
さ
れ
候

上
は
い
や
が
な
ら
ず
候
。
隨
分
仕
立
て
お
く
り
申
さ
る
べ
く
候
。
私
は
左
樣
の
よ
い
衆
つ
き
あ
ひ
嫌
ひ
に
御
座
候
。
始
め
か
ら
差

出
申
す
ま
じ
く
候
。
何
れ
と
も
近
日
罷
下
り
て
申
し
上
げ
候
。
以
上
。

　
　
　
　
六
月
二
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
庫
屋
平
九
郎

	

　
兵
庫
屋
平
右
衛
門
樣
　
尊
報

	�


此
の
文
の
子
細
を
考
へ
見
る
に
、
京
へ
緣
組
の
買
物
を
申
し
遣
し
け
る
、
此
の
娘
の
為
に
は
伯
父
か
た
と
見
え
た
り
。
此
の
者

の
申
す
如
く
、
一
代
に
一
度
の
大
事
、
念
を
入
れ
て
後
約
束
申
す
べ
き
事
ぞ
か
し
。
今
程
世
間
に
見
せ
か
け
の
は
や
る
事
な
し
。

表
向
内
證
の
そ
ろ
ば
ん
入
れ
て
か
ら
は
、
大
方
三
五
の
十
八
。（
萬
の
文
反
古
）

な
お
、
本
文
の
語
句
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
頭
注
が
あ
る
。

井
原
西
鶴
　
江
戸
時
代
著
名
の
小
説
家
　
元
祿
六
年
歿
年
五
十
二
　
／
祇
園
　
京
都
の
祇
園
祭
　
六
月
に
行
は
れ
た
　
／
一
番
男

の
六
尺
　
身
の
丈
の
高
い
駕
舁
　
／
畝
足
袋
　
さ
ら
し
の
布
に
色
絲
で
畝
の
や
う
に
さ
し
て
あ
る
も
の
で
こ
し
ら
へ
た
も
の
　
／

千
貫
目
　
銀
　
當
時
銀
六
十
匁
で
金
一
兩
／
新
在
家
　
羽
二
重
の
織
元
の
居
つ
た
所
　
／
舎
利
寺
　
天
王
寺
に
近
く
あ
る
黄
檗
宗

の
寺
　
／
見
合
せ
　
見
つ
く
ろ
ひ
　
／
神
ぞ
神
ぞ
　
自
誓
の
詞
　
／
敷
銀
　
持
參
金
　

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳㉑

㉒

㉓
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西
鶴
「
古
典
」
化
の
経
過

３　
「
娘
自
慢
」
教
材
の
特
質
と
指
導
書
に
み
る
作
品
受
容

先
稿
の
よ
う
に
教
科
書
本
文
が
刊
本
原
文
と
異
な
る
箇
所
は
、
本
教
材
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。
前
述
の
当
時
の
『
万
の
文
反
古
』

翻
刻
テ
キ
ス
ト
の
例
、
す
な
わ
ち
Ａ
帝
国
文
庫
『
校
訂
西
鶴
全
集
　
下
』、
Ｂ
日
本
名
著
文
庫
『
西
鶴
集
』（
圖
書
出
版
協
會
）、
Ｃ
幸
田

露
伴
編
『
西
鶴
文
集
』、
Ｄ
有
朋
堂
文
庫
『
西
鶴
文
集
　
下
』、
及
び
大
正
十
二
年
以
降
の
Ｅ
日
本
古
典
全
集
『
西
鶴
全
集
第
十
』、
Ｆ
日

本
名
著
全
集
『
西
鶴
名
作
集
　
下
』
の
本
文
と
、
元
禄
刊
本
の
原
文
（「
刊
」
と
す
る
）
と
を
比
較
し
て
み
る
。

教
科
書
本
文
に
は
、
ま
ず
Ｆ
日
本
名
著
全
集
や
刊
本
原
文
の
用
字
と
異
な
る
箇
所
が
あ
る
。
②
「
壻
の
自
慢
し
て
」（
Ａ
Ｂ
聟む

こ

の
自
慢

し
て
／
Ｃ
Ｄ
Ｅ
刊
Ｆ
聟
自
慢
し
て
）
や
、
元
々
意
味
の
つ
な
が
ら
な
い
刊
本
原
文
や
Ｆ
の
「
我
等
ひ
と
つ
も
気
に
入
申
」
を
修
正
す
る

④
「
我
等
一
つ
も
気
に
入
り
申
さ
ず
。」（
Ａ
Ｂ
Ｃ
我わ
れ

等ら

ひ
と
つ
も
気き

に
入い

り
申
さ
ず
／
Ｄ
Ｅ
我
等
ひ
と
つ
も
気
に
入
り
申
さ
ず
　
※
同

様
に
修
訂
）、
⑥
「
下
司
働
き
」
の
「
下
司
」（
Ａ
Ｂ
下げ

司す

は
た
ら
き
／
Ｄ
Ｅ
下げ

司す

ば
た
ら
き
／
Ｃ
刊
Ｆ
下
子
は
た
ら
き
）
な
ど
、
原
本

の
と
お
り
で
な
く
、
異
同
や
修
訂
の
あ
る
Ａ
Ｄ
Ｅ
に
近
い
本
文
の
箇
所
が
散
見
す
る
。

㉑
「
罷
り
下
り
て
申
し
上
げ
候
」（
Ａ
Ｂ
罷
く
だ
り
て
申
上
候
／
Ｄ
罷
り
下
り
て
申
上
候
、
／
Ｃ
刊
Ｆ
罷
く
だ
り
可
申
上
候
）
で
は
、

原
本
の
「
可
」
を
Ａ
Ｂ
Ｄ
は
「
て
」
と
読
ん
で
お
り
、
教
科
書
本
文
も
そ
れ
ら
に
拠
っ
た
か
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
教
科
書
の
⑫
「
出

來
申
し
候
へ
ど
も
、
外
」
は
、
Ｄ
Ｅ
刊
Ｆ
の
「
出
來
申
候
其
外
」（
Ｃ
出
来
申
候
、
其
の
外
）
と
大
き
く
異
な
る
箇
所
だ
が
、
Ａ
や
Ｂ
が

原
文
の
「
其
」
を
「
共
」
と
読
み
「
出で

來き

申ま
を
し候

共ど
も

、
外ほ

か

」
と
し
て
い
る
。
教
科
書
は
「
候
共
外
」
と
す
る
い
ず
れ
か
の
翻
刻
を
参
照
し

て
訓
読
し
「
候
へ
ど
も
、
外
」
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、「
娘
自
慢
」
本
文
は
Ａ
帝
国
文
庫
本
や
Ｂ
日
本
名
著
文
庫

本
、
Ｄ
有
朋
堂
文
庫
本
等
の
本
文
を
参
照
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
ど
の
翻
刻
本
文
に
も
な
い
教
科
書
独
自
の
改
変
や
当
て
字
の
箇
所
が
、
や
は
り
あ
る
。

用
字
に
つ
い
て
は
、
③
「
お
初
を
育
て
や
う
」（
Ａ
Ｂ
お
は
つ
を
た
て
や
う
／
Ｅ
お
は
つ
育
て
や
う
／
Ｃ
Ｄ
Ｆ
お
は
つ
そ
だ
て
や
う
）

や
⑤
「
理
も
な
き
事
に
。」（
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
わ
け
も
な
き
事
に
）、
⑧
「
外
は
普つ

通ね

に
て
」（
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
刊
Ｆ
外そ
と

は
つ
ね
に
て
）、
⑲

「
最
早
結た

の
み納

を
」（
Ａ
Ｂ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
も
は
や
賴た

の

み
を
／
Ｂ
も
は
や
賴た
の
みを
）
な
ど
、
原
文
に
な
い
漢
字
を
独
自
に
当
て
て
い
る
。「
普
通
」
や
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「
結
納
」
な
ど
は
特
に
、
原
文
の
か
な
や
用
字
そ
の
ま
ま
を
尊
重
す
る
よ
り
も
、
漢
字
を
当
て
る
こ
と
で
近
現
代
の
読
者
に
も
意
味
を
わ

か
り
や
す
く
し
た
も
の
と
と
れ
る
。

ま
た
、
翻
刻
書
が
共
通
し
て
修
訂
し
て
い
る
④
の
よ
う
な
例
以
外
の
、
教
科
書
独
自
の
本
文
の
改
変
箇
所
は
、
①
「
手
前
の
費
え
を

構
は
ず
」
の
「
費
え
」
で
、
原
文
と
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｆ
は
「
し
つ
ゝ
ゐ
」、
Ｄ
Ｅ
は
「
失
墜
」
で
あ
る
。
⑨
「
草
花
畫
き
し
乗
物
に
」（
Ａ
Ｂ
草く
さ

花ば
な

書か

き
し
乗の
り

物も
の

に
／
Ｃ
Ｄ
草
花
書
き
し
駕の
り

籠も
の

に
／
Ｅ
草
花
書
き
し
駕か

籠ご

に
／
Ｆ
草
花
書
し
駕の
り

籠も
の

に
）
は
、
Ａ
と
同
じ
く
「
乗の
り

物も
の

」
と
し

つ
つ
「
畫
き
し
」
と
し
て
い
る
。
⑩
「
人
の
見
返
る
を
喜
び
歴
々
の
身
代
つ
ぶ
し
候
」
は
、
Ａ
Ｂ
同
様
「
身
代
つ
ぶ
し
」（
Ｃ
Ｅ
身
體
を

つ
ぶ
し
／
Ｄ
刊
Ｆ
身
代
を
つ
ぶ
し
）
と
し
な
が
ら
も
、
Ｄ
Ｅ
同
様
「
見
返
る
」（
Ａ
Ｂ
Ｃ
刊
Ｆ
見
帰
る
）、「
つ
ぶ
し
候
」（
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

刊
Ｆ
つ
ぶ
し
申
候
）
と
し
て
い
る
。
⑯
「
始
末
心
を
つ
け
申
す
こ
と
、
御
内
儀
」
は
、
Ｆ
や
原
文
で
は
「
始
末
心
を
を
申
事
定
め
て
御

内
義
」
の
衍
字
の
有
る
箇
所
で
あ
り
、
Ａ
Ｂ
「
始し

末ま
つ

心こ
ゝ
ろ

を
申ま
を
す
こ
と事、
定
め
て
御
内
儀
」
Ｃ
Ｄ
Ｅ
「
始
末
心
を
申
す
事
、
定
め
て
お
内
儀
」

は
修
正
し
て
い
る
が
、
教
科
書
で
は
「
つ
け
申
す
こ
と
」
と
し
「
定
め
て
」
が
無
い
。
⑰
「
七
十
貫
目
餘
り
が
も
の
あ
れ
ば
」
は
、
Ｃ

Ｄ
Ｅ
Ｆ
「
七
拾
貫
目
餘よ

が
物
な
れ
ば
」
よ
り
も
Ａ
Ｂ
「
餘あ
ま
りが
物
な
れ
ば
」
の
「
あ
ま
り
」
に
近
く
、「
な
れ
ば
」
が
「
あ
れ
ば
」
に
な
っ

て
い
る
。
㉒
「
此
の
娘
の
為
に
は
」（
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
刊
Ｆ
此
娘
が
た
め
に
は
）
や
⑱
「
心
得
な
さ
る
べ
く
候
」（
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
刊
Ｆ
心
得
な

さ
れ
べ
く
候
）
⑳
「
申
さ
る
べ
く
候
」（
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
刊
Ｆ
申
さ
れ
べ
く
候
）、
㉓
は
や
る
事
な
し
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
刊
Ｆ
は
や
る
事
は
な

し
）
の
よ
う
な
、
助
詞
や
活
用
の
部
分
の
違
い
は
、
語
調
を
調
え
る
た
め
の
改
変
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
以
外
に
も
、
⑦
「
小
取
廻
し
」

（
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
刊
Ｆ
こ
ど
り
ま
は
し
）
⑪
「
這
子
雛
」（
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
刊
Ｆ
奉
公
雛ひ
な

）
⑫
「
本
石
地
で
木
下
の
艶
鹿
子
は
」（
Ａ
Ｂ
本
圀

寺
で
…
／
Ｃ
Ｄ
Ｅ
刊
Ｆ
本ほ
ん

國こ
く

寺じ

手で

…
）
等
が
、
他
の
翻
刻
書
に
は
見
ら
れ
な
い
用
字
で
あ
る
。

こ
の
教
科
書
本
文
が
原
文
や
翻
刻
書
本
文
と
最
も
異
な
る
点
は
、
一
話
の
文
章
の
途
中
を
略
す
が
ご
と
き
削
除
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
⑭
「
其
の
あ
が
り
物
を
調
へ
遣
し
申
し
候
、」
と
「
此
の
外
は
」
の
間
の
、
原
文
「
結け
つ

句く

か
み
の
か
た
ひ
物
に
候
人
は
し
ら

ぬ
事
お
寺
は
此
方
次
第
に
て
心
や
す
く
求
め
申
候
」
は
な
い
。
ま
た
、
⑮
「
お
内
儀
よ
ご
れ
ぬ
上
着
ど
も
」
と
「
脇
明
け
て
物
數
に
致

さ
る
べ
し
」
の
間
も
、「
黒く
ろ

紅べ
に

に
御ご
し
よ
く
る
ま

所
車
の
縫ぬ
い

箔は
く

の
小
袖
所
わ
き
の
さ
い
は
ひ
菱ひ
し

の
袷あ
は
せ地ぢ

な
し
の
綸り
ん

子ず

小
袖
こ
れ
ら
を
皆
〳
〵
」
が
取
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
教
材
独
自
の
用
字
や
本
文
の
改
変
部
分
か
ら
、
今
日
か
ら
み
て
も
か
な
り
大
胆
な
原
文
の
改
変
が
窺
え
る
。
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こ
の
教
材
に
よ
っ
て
原
文
の
味
わ
い
は
損
な
わ
れ
な
い
の
か
、
ど
の
よ
う
な
解
釈
や
指
導
が
行
わ
れ
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
も
起
こ
る
。

そ
こ
で
本
教
科
書
の
指
導
書
で
あ
る
高
野
辰
之
編
『
女
子
國
文
讀
本
教
授
參
考
書
　
巻
八
』（
光
風
館
書
店
、
大
14
・
11
）
に
お
け

る
、
本
教
材
に
関
す
る
記
述
を
参
照
し
た
い
。
本
書
は
、『
女
子
國
文
讀
本
』
巻
八
の
「
一
東
洋
の
秋
（
芥
川
龍
之
介
）」
か
ら
「
二
五     

新
文
学
の
先
駆
者
（
水
上
瀧
太
郎
）」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
教
材
に
つ
い
て
、「
Ａ
要
旨
（
１
内
容
　
２
形
式
）、
Ｂ
作
者
小
傳
、
Ｃ
解
釋
（
本

文
中
の
語
釋
、
譯
等
）」
と
い
っ
た
、
教
授
指
導
用
の
参
考
と
な
る
べ
き
内
容
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

教
科
書
本
文
テ
キ
ス
ト
で
前
述
の
改
訂
や
改
変
の
施
さ
れ
た
箇
所
は
、
教
授
参
考
書
に
お
い
て
も
そ
の
文
章
や
語
句
の
形
に
沿
っ
て

語
の
注
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
以
下
の
よ
う
な
例
で
あ
る
（
対
応
す
る
本
文
箇
所
を
番
号
で
付
記
す
る
）。

 •	�「
下
司
働
き
」
此
の
場
合
、「
下ゲ

司ス

」
は
下
種
と
あ
る
を
正
し
い
と
す
る
。
卑
し
い
労
働
、
下
人
の
す
る
や
う
な
仕
事
。
→
⑥

 •	�「
外
は
普
通
に
て
」
駕
籠
の
外
部
は
普
通
の
さ
ま
の
造
り
で
。
→
⑧

 •	�「
結
納
」
婚
約
成
っ
て
後
、
嫁
・
聟
の
雙
方
か
ら
、
そ
の
證
と
し
て
音
物
を
取
り
か
は
す
こ
と
、
又
そ
の
品
物
。
い
ひ
い
れ
。
ゆ
ひ

な
ふ
。
→
⑲

独
自
の
用
字
だ
っ
た
⑦
⑪
⑫
に
つ
い
て
は
、「
Ｃ
　
解
釋
」
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

 •	�「
小
取
廻
し
」
倹
約
の
こ
と
。
少
人
數
の
取
巻
の
こ
と
。「
取
巻
」
と
は
、
人
に
附
き
ま
は
つ
て
機
嫌
を
と
る
こ
と
。
又
そ
の
人
。

「
小
取
廻
し
」
の
本
義
は
、
取
り
ま
は
し
の
よ
い
こ
と
。
氣
の
つ
く
こ
と
。
→
⑦

 •	�「
這
子
雛
」
お
伽
這
子
に
同
じ
。
木
偶
故
實
に
「
此
人
形
は
嫁
入
の
具
に
し
て
乗
物
の
先
に
立
て
行
く
べ
し
。
先
方
に
て
生
涯
奉
公

す
る
人
形
と
て
御
伽
奉
公
と
も
い
ふ
。
離
緣
の
憂
な
く
、
怜
悧
の
子
を
ま
う
け
た
後
め
で
た
か
る
べ
き
吉
例
の
人
形
な
り
。」
天ア
マ

兒ガ
ツ

の
形
の
進
歩
し
た
も
の
で
、
頭
身
共
に
白
い
「
ね
り
ぎ
ぬ
」
で
包
み
造
り
、
長
さ
一
尺
五
寸
、
又
は
一
尺
八
寸
を
定
寸
と
す
る
が
、

こ
れ
よ
り
小
さ
い
も
の
も
あ
る
。
胸
中
に
法
華
經
普
門
品
又
は
般
若
心
經
を
入
れ
る
と
い
ふ
。
髪
は
黒
い
絲
で
後
に
下
げ
、
前
方

へ
二
つ
に
分
け
て
垂
れ
、
其
の
中
央
を
金
紙
で
結
ぶ
。
這
子
・
婢
子
・
奉
子
に
作
る
。
母
子
の
義
で
あ
る
。
嬉
遊
笑
覧
に
「
文
德

實
錄
に
、『
嵯
峨
天
皇
大
后
崩
云
云
、
先
是
民
間
訛
言
云
、
今
茲
三
日
不
可
作
餻
以
無
母
子
也
。
識
者
聞
而
惡
之
、
至
于
三
月
、
宮

車
晏
駕
、
是
月
亦
有
大
后
山
陵
之
事
、
無
其
母
子
遂
如
訛
言
』
云
云
」
と
。
又
古
へ
は
雛
人
形
の
傍
に
は
必
ず
天
兒
・
御
伽
婢
子
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を
立
て
て
共
に
飾
つ
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
小
兒
出
生
の
時
、
長
者
の
人
か
ら
贈
る
も
の
で
、
宮
詣
に
天
兒
を
用
ひ
な
い
時
は

お
伽
這
子
を
代
用
す
る
を
例
と
し
た
。
→
⑪

 •	�「
本
石
地
」
本
石
は
厚
手
の
絹
織
物
の
一
首
。
そ
れ
を
地
に
し
て
、
縫
ひ
や
絞
り
を
出
す
時
に
か
う
称
す
る
。
→
⑫

 •	�「
木
下
」
名
老
舗
で
あ
ろ
う
が
、
分
ら
な
い
。
→
⑫

 •	�「
艶
鹿
子
」
つ
や
の
あ
る
鹿
子
。
→
⑫

こ
の
う
ち
⑪
「
這
子
雛
」
に
つ
い
て
は
注
釈
も
多
く
、『
木
偶
故
実
』『
嬉
遊
笑
覧
』
な
ど
の
出
典
を
も
と
に
筆
者
が
「
這
子
」
の
用

字
を
用
い
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
一
方
、
⑫
「
本
石
地
で
木
下
の
艶
鹿
子
」
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
詳
し
く
な
く
、
意
味
の
不
明
な
点
と

し
て
い
る
。

本
教
科
書
以
外
の
当
時
の
翻
刻
テ
キ
ス
ト
や
注
釈
書
等
で
は
、
本
文
中
の
注
釈
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
西
鶴
作
品
の

本
文
翻
刻
に
頭
注
な
ど
で
解
釈
を
付
記
す
る
種
々
の
テ
キ
ス
ト
は
、
こ
の
大
正
期
～
昭
和
以
降
に
増
え
て
く
る
。
例
と
し
て
「
娘
自
慢
」

の
本
文
⑦
⑪
⑫
の
箇
所
に
関
し
、
前
出
Ｄ
及
び
以
下
の
昭
和
期
の
諸
文
献
Ｇ
～
Ｌ
で
み
ら
れ
る
用
字
と
注
を
参
照
し
て
み
る
。

Ｄ
有
朋
堂
文
庫
『
西
鶴
全
集
　
下
』
頭
注
（
藤
井
紫
彰
）

⑦�

こ
ど
り
ま
は
し
　
簡
約
の
意

⑪�

奉
公
雛
　
木
偶
故
實
に
「
此
人
形
は
嫁
入
の
具
に
し
て
乗
物
の
先
に
立
て
行
く
べ
し
先
方
に
て
生
涯
奉
公
す
る
形
と
て
御
伽
奉
公

と
も
い
ふ
決
し
て
離
緣
の
憂
な
く
怜
悧
の
子
を
ま
う
け
た
後
め
で
た
か
る
べ
き
吉
例
の
人
形
な
り
」

⑫�

（
註
な
し
）、
本
文
「
本
國
寺
手
木
の
下
の
つ
や
鹿
子
」

Ｇ
新
釋
日
本
文
學
叢
書
『
井
原
西
鶴
集
』（
日
本
文
學
叢
書
刊
行
會
、
昭
４
・
９
）

⑦�

「
こ
ど
り
ま
は
し
」
⑪
「
奉ほ
う

公こ
う

雛ひ
な

」
⑫
「
本ほ
ん

國ご
く

寺じ

手て

木き

の
下し
た

の
つ
や
鹿か
の

子こ

」（
各
頭
注
な
し
）

Ｈ
吉
田
九
郎
校
註
『
萬
の
文
反
古
』（
要
註
國
文
定
本
総
聚
、
廣
文
堂
、
昭
３
・
４
）
頭
注

⑦�

こ
ど
り
ま
は
し
　
簡
便
に

⑪�

奉
公
雛
　
嫁
入
道
具
の
一
つ
で
乗
物
の
先
に
行
く
。
嫁
入
先
で
生
涯
奉
公
す
る
人
形
と
い
う
意
味
で
御
伽
奉
公
と
も
い
ふ
。
離
緣
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」
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の
心
配
な
く
、
悧
巧
な
子
供
を
産
ん
で
、
大
變
目
出
度
い
と
い
ふ
吉
例
の
人
形
。

⑫�
（
註
な
し
）、
本
文
「
本
國
寺
手で

、
木
の
下
の
つ
や
鹿
子
は
、」

Ｉ
山
崎
麓
編
『
西
鶴
文
撰
集
』（
春
陽
堂
、
昭
７
・
２
）
頭
注

⑦�

こ
ど
り
ま
は
し
　
大
げ
さ
で
な
く
、
こ
じ
ん
ま
り
。

⑪�

奉
公
雛
　
嫁
入
り
の
時
持
參
す
る
人
形
で
永
き
契
り
の
緣
起
を
祝
ふ
も
の
。

⑫�

（
註
な
し
）、
本
文
「
本
國
寺
手
木
の
下
の
つ
や
鹿
子
は
、」　
※
所
わ
き
　
所
風
の
意
か
。

Ｊ
藤
村
作
『
解
釋
と
鑑
賞
』
連
載
「
緣
付
ま
へ
の
娘
自
慢
」「
同
（
二
）」（
至
文
堂
、
昭
15
・
８
～
９
）

	

→
『
譯
註
西
鶴
全
集
』
第
一
巻
（
至
文
堂
、
昭
22
・
２
）
所
収

⑦�

（
小
ど
り
ま
は
し
に
）
小
じ
ん
ま
り
と
し
て
。
質
素
に
。

⑪�

（
奉
公
雛
）
嫁
入
道
具
の
一
と
し
て
、
昔
婦
人
の
持
つ
て
い
つ
た
人
形
。
お
伽
奉
公
。

⑫�

（
本
國
寺
手
木
の
下
）
京
都
の
町
名
と
思
は
れ
る
。
京
雀
に
「
上
木
の
下
」「
下
木
の
下
」「
ゑ
の
木
の
下
」
な
ど
の
町
名
が
見
え
て

ゐ
る
。
　
※
（
所
わ
き
）
不
明
。

Ｋ
暉
峻
康
隆
『
日
本
の
書
翰
體
小
説
』（
越
後
屋
書
店
、
昭
18
・
８
）

⑦�

こ
ど
り
ま
は
し
　
て
き
ぱ
き
と
簡
易
な
る
こ
と
。

⑪�

奉
公
雛
　
嫁
入
の
具
。
先
方
に
て
奉
公
す
る
人
形
の
意
。

⑫�

本
國
寺
手
木
の
下
の
つ
や
鹿
子
　「
二
代
男
」
に
も
「
洗
鹿
子
の
虫
づ
く
し
、
本
國
寺
の
お
つ
や
が
、
ひ
と
つ
に
三
と
せ
づ
ゝ
心
を

つ
く
し
」
と
あ
る
。
本
國
寺
は
京
都
下
京
區
五
條
通
に
あ
る
日
蓮
宗
本
國
寺
。
手
木
の
下
は
そ
の
邊
の
地
名
で
、
つ
や
鹿
子
は
お

つ
や
と
い
ふ
女
の
結
う
た
鹿
子
の
義
で
あ
ら
う
。
※
所
わ
き
　
所
あ
き
で
あ
ら
う
。
即
ち
総
模
様
の
「
地
な
し
」
に
対
し
て
模
様

を
散
ら
し
置
け
る
も
の
。
／
地
な
し
　
布
帛
の
地
に
明
き
ど
こ
ろ
な
く
縫
物
摺
箔
を
施
し
た
も
の
。

Ｌ
潁
原
退
蔵
・
暉
峻
康
隆
・
野
間
光
辰
編
『
定
本
西
鶴
全
集
』
第
八
巻
（
中
央
公
論
社
、
昭
25
・
３
）

⑦�

こ
ど
り
ま
は
し
※
→
『
日
本
の
書
翰
體
小
説
』
註
に
同
　
　
※
所
わ
き
、
地
な
し
も
同
様
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⑪�

（
頭
註
な
し
）、「
奉
公
雛ひ
な

」

⑫�
本
國
寺
手
木
の
下
の
つ
や
鹿
子
　「
二
代
男
」
に
も
「
洗
鹿
子
の
虫
づ
く
し
、
本
國
寺
の
お
つ
や
が
ひ
と
つ
に
三
と
せ
づ
ゝ
心
を
つ

く
し
」
と
あ
る
。
本
國
寺
は
下
京
區
五
條
通
に
あ
る
日
蓮
宗
本
國
寺
、
手
木
の
下
は
そ
の
邊
の
地
名
、
つ
や
鹿
子
は
お
つ
や
と
い

ふ
女
の
結
う
た
鹿
子
。

そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
や
注
の
変
化
に
、
大
正
～
昭
和
期
の
本
文
注
釈
研
究
の
進
展
の
具
合
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
⑪
「
奉
公
雛
」

の
意
味
は
「
娘
自
慢
」
の
解
釈
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
が
、
原
文
の
「
奉
公
雛
」
の
用
字
が
定
着
し
て
い
る
。
⑫
は
Ｊ
藤
村
作
注
が

京
都
の
地
名
を
示
唆
し
、
Ｋ
暉
峻
康
隆
注
が
特
に
具
体
的
に
「
本
國
寺
手
木
の
下
」
と
「
お
艶
」
由
来
説
を
提
示
し
て
い
る
。
⑦
「
こ

ど
り
ま
は
し
」
は
、
Ｄ
～
Ｊ
が
比
較
的
「
簡
略
」「
質
素
」
の
意
で
あ
る
の
に
対
し
、
Ｋ
暉
峻
以
降
「
て
き
ぱ
き
」「
軽
快
」「
き
び
き

び
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
、
今
日
で
は
「（
名
・
形
動
）（「
こ
」
は
接
頭
語
。「
こ
ど
り
ま
わ
し
」
と
も
）
取
り
ま
わ
し
が
よ
い
こ
と
。

気
転
が
き
い
て
、
き
び
き
び
し
て
い
る
こ
と
。
軽
快
で
き
り
り
と
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
。
こ
と
り
ま
し
。」（『
日
本
国
語

大
辞
典
　
第
二
版
』
小
学
館
　
平
13
）
と
さ
れ
る
。『
定
本
西
鶴
全
集
』
以
降
の
解
釈
が
今
日
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

大
正
十
二
年
版
『
女
子
國
文
讀
本
』
巻
八
「
娘
自
慢
」
の
教
材
採
用
が
試
み
ら
れ
た
当
時
、
そ
の
研
究
が
い
か
に
過
渡
的
な
状
況
で

あ
っ
た
か
を
、
教
科
書
本
文
と
諸
書
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
文
の
改
変
部
分
や
不
充
分
な
語
釈
部
分
を
抱
え
つ
つ
も
、
な
お
作
品

が
教
材
に
選
ば
れ
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

『
女
子
國
文
讀
本
教
授
参
考
書
　
巻
八
』「
二
一
　
娘
自
慢
」
の
「
Ａ
　
要
旨
」
に
は
、
兵
庫
屋
平
右
衛
門
か
ら
の
娘
お
初
の
嫁
入
仕

度
の
買
物
の
依
頼
に
対
す
る
、
お
初
の
伯
父
兵
庫
屋
平
九
郎
の
返
信
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
内
容
の
趣
旨
が
整
理
さ
れ
た
後
、
次
の
よ
う

な
筆
者
の
コ
メ
ン
ト
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

 •	�

こ
れ
は
必
ず
し
も
元
祿
時
代
の
豪
奢
に
流
れ
た
時
代
の
結
婚
に
對
す
る
戒
め
と
の
み
思
つ
て
は
な
ら
な
い
。
直
に
今
日
の
社
会
に

持
つ
て
來
て
も
、
ど
う
や
ら
當
嵌
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
母
親
が
娘
の
可
愛
さ
に
溺
れ
て
流
行
を
追
つ
て
ハ
イ
カ
ラ
に
育
て
上
げ
、

贅
澤
三
昧
を
さ
せ
る
結
果
が
ど
う
な
る
か
、
又
見
え
外
聞
に
囚
は
れ
て
、
不
均
合
な
緣
組
を
無
理
を
し
て
迄
結
ん
で
、
そ
れ
が
果

し
て
幸
福
だ
ら
う
か
と
い
ふ
や
う
な
事
は
改
め
て
言
ふ
迄
も
な
い
。
二
百
數
十
年
前
の
西
鶴
の
こ
の
言
葉
は
直
に
今
日
の
若
い
娘
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西
鶴
「
古
典
」
化
の
経
過

や
、
派
手
好
き
の
娘
自
慢
の
母
親
に
對
す
る
よ
い
訓
戒
と
な
つ
て
居
る
。
こ
れ
が
此
の
手
紙
を
讀
ん
で
得
る
道
德
的
方
面
の
注
意

す
べ
き
要
點
で
あ
る
と
思
ふ
。（「
１
　
内
容
」）

 •	�
其
の
時
代
の
派
手
で
贅
澤
な
町
家
の
娘
の
生
活
が
よ
く
描
か
れ
て
居
る
。
こ
れ
で
は
物
堅
い
伯
父
で
な
く
と
も
、
と
て
も
嫁
に
行

つ
て
堅
實
な
町
家
の
家
庭
で
は
辛
抱
出
來
さ
う
に
は
思
は
れ
な
い
で
あ
ら
う
。
併
し
こ
の
現
象
も
何
だ
か
元
祿
時
代
の
事
で
あ
り

な
が
ら
、
現
代
の
世
相
と
一
脈
の
共
通
點
を
有
す
る
や
う
に
思
は
れ
る
、
よ
く
〳
〵
生
徒
に
味
は
せ
度
い
。（
前
同
）

 •	�

候
文
で
穏
健
を
旨
と
し
て
居
る
が
、
そ
れ
で
矢
張
り
西
鶴
特
有
の
勁
健
奔
放
辛
辣
の
筆
致
が
あ
る
。
よ
く
其
の
特
色
を
味
は
せ
、

且
つ
讀
解
力
を
養
成
さ
せ
度
い
。
殊
に
此
の
手
紙
は
一
種
の
往
來
物
の
形
式
も
取
入
れ
て
居
る
か
ら
、
當
時
の
娘
の
生
活
や
、
嫁

入
に
必
要
な
衣
服
・
道
具
な
ど
の
名
稱
が
澤
山
用
ひ
ら
れ
て
居
る
、
是
等
の
語
を
成
る
可
く
丁
寧
に
説
明
し
て
頂
き
度
い
、
こ
れ

や
が
て
元
祿
時
代
の
家
庭
生
活
の
一
班
を
窺
ふ
所
以
で
あ
る
と
思
ふ
か
ら
。（「
２
　
形
式
」）

筆
者
は
ま
た
、「
Ｃ
　
解
釋
」
末
尾
の
作
品
名
の
項
目
に
、
次
の
よ
う
な
作
品
観
を
記
す
。

 •	�【
萬
の
文
反
古
】
五
巻
、
西
鶴
著
。
元
祿
九
年
正
月
刊
行
。
往
來
物
式
の
書
物
に
し
て
、
各
文
章
終
り
に
、
西
鶴
一
流
の
寸
評
を
添

へ
て
あ
る
處
が
面
白
い
。
本
課
は
第
二
巻
の
　
緣
付
ま
へ
の
娘
自
慢
　
此
文
に
母
親
の
お
ご
り
乗
物
　
手
も
う
ご
か
せ
ぬ
奉
公
雛
　

を
採
つ
た

	�


こ
の
書
は
西
鶴
歿
後
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、
西
鶴
研
究
者
の
間
に
於
て
は
、
果
し
て
彼
の
自
作
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は

議
論
も
あ
る
が
、
今
は
姑
く
從
來
の
説
に
從
つ
て
置
く
。

前
述
の
当
時
の
研
究
者
の
評
価
と
比
べ
て
、
こ
の
筆
者
が
話
末
の
「
寸
評
」
を
も
肯
定
的
に
捉
え
、「
娘
自
慢
」
本
話
の
面
白
さ
を
何

よ
り
も
高
く
評
価
し
て
い
る
点
に
注
目
で
き
る
。
伯
父
平
九
郎
の
説
く
「
道
德
的
方
面
」
の
教
訓
性
も
認
め
て
お
り
、
高
等
女
学
校
生

徒
に
「
現
代
の
世
相
」
と
の
「
一
脈
の
共
通
點
」
を
味
わ
せ
よ
う
と
い
う
教
材
採
録
の
意
図
が
み
ら
れ
る
。
も
と
よ
り
書
簡
文
体
＝
候

文
の
「
消
息
」
は
、
文
字
通
り
「
往
來
物
」
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
、
本
作
品
を
「
往
來
物
式
の
書
物
」
と
す
る
と
こ
ろ
に
は
、
明
治

四
十
年
代
の
『
新
撰
書
式
文
例
大
全
』（
一
八
八
四
）
ま
で
時
代
の
下
る
書
簡
文
例
集
（
（1
（

が
教
科
書
の
文
範
の
一
つ
で
あ
っ
た
意
識
の
名
残

も
感
じ
ら
れ
る
。
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こ
の
「
娘
自
慢
」
教
材
例
に
み
ら
れ
る
、
今
日
か
ら
見
て
も
極
め
て
教
訓
色
の
強
い
作
品
解
釈
は
、
中
等
教
育
用
国
語
教
材
と
し
て

の
指
導
と
受
容
を
目
指
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、「
娘
自
慢
」
は
「
借
屋
大
将
」「
大
晦
日
」
程
に
は
採
用
例
が
多
く
は
な
く
、

教
科
書
教
材
と
し
て
の
「
定
番
化
」
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
原
因
は
、
消
息
・
候
文
と
い
う
旧
文
範
が
大
正
末

～
昭
和
期
に
お
い
て
前
時
代
的
で
あ
る
こ
と
以
外
に
、
作
品
の
性
質
に
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

『
女
子
國
文
讀
本
』
指
導
書
の
よ
う
な
「
若
い
娘
や
母
親
に
対
す
る
よ
い
訓
戒
」「
道
德
的
方
面
の
注
意
す
べ
き
要
點
」
と
い
う
読
み

方
は
、
手
紙
の
書
き
手
（
伯
父
の
兵
庫
屋
平
九
郎
）
の
視
点
に
極
め
て
近
い
、
教
訓
的
解
釈
に
寄
り
添
っ
た
読
者
の
観
方
、
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。「
教
訓
性
」
の
テ
ー
マ
を
読
み
取
る
指
導
方
針
に
お
い
て
は
、
読
み
は
混
乱
し
な
い
方
が
よ
い
と
も
い
え
る
。
が
、「
縁

付
ま
へ
の
娘
自
慢
」
に
つ
い
て
の
戦
前
の
西
鶴
作
品
解
釈
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。

其
處
に
は
、
物
質
に
役
せ
ら
れ
る
卑
陋
な
心
構
へ
が
、
一
生
一
度
の
大
禮
を
死
人
の
古
着
で
ま
じ
く
な
は
う
と
す
る
、
陋
い
才
覺

と
な
つ
て
現
れ
て
ゐ
る
。（
略
）
彼
等
自
身
殆
ど
唯
一
絶
對
的
な
生
の
意
義
と
觀
て
ゐ
た
愛
慾
生
活
を
、
陋
く
飾
つ
て
得
意
が
る
矛

盾
と
云
つ
て
も
い
ゝ
。（
略
）
さ
う
い
ふ
神
經
に
と
つ
て
、
教
訓
が
却
つ
て
不
道
德
の
要
請
で
あ
る
位
の
こ
と
は
、
恐
ら
く
朝
食
前

の
事
で
あ
ろ
う
。（
略
）
否
定
的
觀
察
と
綯
合
さ
つ
た
と
こ
ろ
に
、
兎
も
す
れ
ば
强
調
的
な
表
現
を
與
へ
ら
れ
や
う
と
し
て
ゐ
る
の

は
、
爭
へ
な
い
事
實
だ
と
思
ふ
。�
（
片
岡
良
一
「『
置
土
産
』
と
『
文
反
古
』」、『
西
鶴
論
稿
』
万
里
閣
、
昭
15
・
８
）

伯
父
平
九
郎
の
、
如
何
に
倹
約
と
は
い
え
姪
娘
の
一
生
に
一
度
の
晴
着
を
「
死
人
の
古
着
」
で
賄
う
感
覚
（
そ
し
て
遺
品
を
功
利
的
に

処
理
す
る
寺
の
俗
物
性
）
へ
の
異
議
や
嫌
悪
も
ま
た
、
呈
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
指
摘
に
鑑
み
る
と
、
教
材
「
娘
自
慢
」
本
文
⑭
の
箇

所
で
「
結け
つ

句く

か
み
の
か
た
ひ
物
に
候
人
は
し
ら
ぬ
事
お
寺
は
此
方
次
第
に
て
心
や
す
く
求
め
申
候
」
と
い
う
、
寺
と
商
人
の
あ
ざ
と
い

営
為
の
記
述
が
削
除
さ
れ
た
の
は
、
教
科
書
編
者
が
教
育
的
配
慮
と
し
て
「
大
人
の
社
会
の
裏
事
情
」
の
衝
撃
を
緩
和
し
よ
う
と
し
た

た
め
か
と
も
思
わ
れ
て
く
る
。『
万
の
文
反
古
』
の
場
合
、
書
き
手
の
伯
父
の
視
点
が
一
人
称
小
説
的
に
作
品
全
体
を
統
べ
る
か
に
見
え

て
、
同
時
に
「
手
紙
」
の
文
面
の
書
き
手
の
極
端
す
ぎ
る
倹
約
の
態
度
も
ま
た
、
手
紙
の
読
者
に
は
相
対
的
に
「
見
さ
が
さ
れ
」（『
万

の
文
反
古
』
序
文
）、
見
透
か
さ
れ
る
も
の
と
な
る
。
む
し
ろ
「
書
き
手
が
気
づ
か
な
い
」
こ
と
の
方
が
、
各
章
段
ご
と
の
話
か
ら
漏
れ

味
わ
え
る
醍
醐
味
と
し
て
感
得
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
近
世
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
そ
の
性
質
は
普
遍
的
に
解
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西
鶴
「
古
典
」
化
の
経
過

釈
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

『
女
子
國
文
讀
本
』
の
教
授
参
考
書
が
示
唆
す
る
単
純
化
さ
れ
た
解
釈
で
は
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
重
層
的
な
読
み
を
あ
え
て
簡
略
に
し

て
い
る
感
が
あ
る
。
教
科
書
の
読
者
で
あ
る
生
徒
が
国
語
教
材
と
し
て
読
む
に
は
そ
れ
で
よ
い
、
と
い
う
教
材
採
用
の
考
え
方
も
あ
り
、

そ
の
方
法
も
「
古
典
に
親
し
む
」
教
材
化
の
方
策
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
だ
が
も
ち
ろ
ん
、
書
き
手
の
教
訓
的
姿
勢
を
逆
説
的
に
も
読
め

る
こ
と
や
、「
教
訓
が
却
つ
て
不
道
德
の
要
請
」
に
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
一
種
の
反
転
に
、
読
者
が
気
づ
く
こ
と
も
あ
り
う
る
。
そ
の

場
合
、
平
九
郎
の
教
訓
の
価
値
は
相
対
的
に
揺
ら
ぎ
、
読
者
で
あ
る
生
徒
の
揶
揄
を
も
許
し
う
る
。
前
掲
の
教
授
参
考
書
か
ら
は
そ
う

し
た
読
み
の
許
容
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
。
許
容
す
る
場
合
、
テ
キ
ス
ト
の
女
性
教
訓
を
尊
重
し
真
面
目
に
押
し
戴
く
よ
う
な
建
前

に
ふ
さ
わ
し
か
ら
ぬ
雰
囲
気
と
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

同
じ
近
世
の
作
品
で
あ
っ
て
も
『
常
山
紀
談
』
や
『
鳩
翁
道
話
』
等
が
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
起
こ
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
。
西
鶴
作
品
の
「
文
学
教
材
」
化
が
試
み
ら
れ
る
時
、
も
し
そ
れ
が
国
語
教
育
的
な
「
カ
ノ
ン
（
古
典
）（
（1
（

」
に
な
り
に

く
い
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
要
因
は
、
単
に
作
品
に
描
か
れ
た
「
俗
」
の
「
写
実
」
に
だ
け
で
は
な
く
、
テ
キ
ス
ト
に

描
か
れ
る
も
の
が
読
者
に
及
ぼ
す
そ
の
作
用
の
性
質
に
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注

（
１
）		

拙
稿
「
戦
前
の
国
語
教
科
書
と
西
鶴
浮
世
草
子
― 「
蚤
の
籠
ぬ
け
」
教
材
と
作
品
受
容
―
」（『
日
本
文
学
』
第
63
巻
第
１
号
、
平
26
・
１
）

（
２
）		

竹
野
静
雄
『
近
代
文
学
と
西
鶴
』（
新
典
社
、
昭
55
・
５
）

（
３
）		

八
木
雄
一
郎
「
中
学
校
教
授
要
目
に
お
け
る
教
科
内
容
決
定
の
根
拠
― 「
講
読
」（「
国
語
講
読
」）
お
よ
び
「
国
文
学
史
」
の
規
定
の
変
遷
と
そ
の
意

味
―
」（
筑
波
大
学
『
学
校
教
育
学
研
究
紀
要
』
２
、
平
21
・
３
）、
同
「
国
語
科
教
育
史
に
お
け
る
「
古
典
」
概
念
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
の
一
考
察
」

（
同
３
号
、
平
22
・
３
）
他

（
４
）		

海
後
宗
臣
編
『
日
本
教
科
書
大
系
　
近
代
編
　
第
五
巻
　
国
語
（
二
）』（
講
談
社
、
昭
39
・
３
）
所
収

（
５
）		

拙
稿
「
西
鶴
作
品
教
材
化
の
背
景
と
「
古
典
教
育
」
観
」（『
文
芸
と
思
想
』
76
、
平
24
・
２
）
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（
６
）		

佐
藤
泉
『
国
語
教
科
書
の
戦
後
史
』（
シ
リ
ー
ズ
言
語
と
社
会
４
、
勁
草
書
房
、
平
８
・
５
）

（
７
）		

谷
脇
理
史
「
万
の
文
反
古
　
解
説
」、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
武
道
伝
来
記
　
西
鶴
置
土
産
　
万
の
文
反
古
　
西
鶴
名
残
の
友
』（
岩
波
書
店
、
平
１
・

４
）
所
収

（
８
）		
堀
切
実
「
西
鶴
と
古
典
教
育
― 『
本
朝
二
十
不
孝
』
教
材
化
案
―
」（『
西
鶴
と
浮
世
草
子
研
究
』
１
、
平
18
・
６
）

（
９
）		

（
１
）
同
。

（
10
）		

日
本
名
著
全
集
『
西
鶴
名
作
集
　
下
』。
谷
脇
理
史
『
西
鶴
を
楽
し
む
３
　
創
作
し
た
手
紙
『
万
の
文
反
古
』』（
清
文
堂
出
版
、
平
16
・
７
）「
九
　
遺

稿
集
ゆ
え
の
問
題
」
で
山
口
解
説
が
「
初
め
て
西
鶴
作
へ
の
疑
問
を
提
示
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
す
る
が
、
外
題
『
西
鶴
文
反
古
』
を
も
つ
作
品
が
西
鶴

作
と
し
て
テ
キ
ス
ト
刊
行
さ
れ
る
一
方
、
西
鶴
作
疑
義
や
偽
作
説
の
指
摘
は
大
正
期
に
も
み
ら
れ
る
。
本
格
的
な
本
文
批
判
と
分
析
に
よ
る
初
め
て
の
指

摘
が
山
口
解
説
で
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
か
。

（
11
）		

八
鍬
友
広
「
明
治
期
の
往
来
物
に
関
す
る
研
究
」（『
東
北
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
研
究
年
報
』
62

－

１
、
平
25
・
12
）

（
12
）		

ハ
ル
オ
・
シ
ラ
ネ
編
『
創
造
さ
れ
た
古
典
―
カ
ノ
ン
形
成
・
国
民
国
家
・
日
本
文
学
』（
新
曜
社
、
平
11
・
４
）
所
収
、
堀
切
実
「
俳
聖
芭
蕉
像
の
誕

生
と
そ
の
推
移 

」、
及
び
ハ
ル
オ
・
シ
ラ
ネ
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
歴
史
的
変
遷
と
競
合
す
る
カ
ノ
ン
」


